
 

令和 6年度学校関係者評価報告書 

 

阪南大学高等学校 

 

 令和 6 年度の学校自己評価に基づき、学校関係者評価委員より評価及び提言をいただきました

のでご報告いたします。 

学校関係者評価委員は、同窓会長・PTA会長・卒業生代表・学園評議員・高校課長の 5名で構成

されています。 

 

学校関係者評価委員からの評価と提言 

 

① 学習指導・進路指導 

〇授業改善のために、教員同士の授業見学会の実施や研修会への積極的な参加等の取り組み

を行っているが、満足度は低いままである。授業アンケートの実施など、生徒の声を把握し改善

する取り組みが望ましいとの意見があった。 

〇家庭学習の満足度が低い点について、クラブ活動の活動時間が影響しているのではないかと

懸念する意見があった。一方で、クラブ活動と学習の両立は概ねうまくいっているとの意見もあ

り、学習習慣の定着や、放課後学習支援制度の活用など、生徒の主体的な学習意欲を高める

ための工夫が求められるとの提言があった。 

〇成績不振による転退学者が非常に少なく、フォロー体制が整備されている点は高く評価された。 

 

 

② 生徒指導・人権指導・保健指導 

〇校則遵守について、マナーや校則に関する価値観に三者（生徒・保護者・教職員）の間で差が

ある。時代の流れに即したルールの見直しなど、柔軟に対応する必要があるとの意見があった。 

〇心身の健康・悩みについて、令和 6年度よりカウンセラーを設置し、満足度は徐々に向上してい

る。引き続き充実した高校生活を支える体制整備が望まれる。 

 

 

③ 行事・クラブ活動 

〇学校行事について、教職員の満足度が低いことを指摘された。教職員の行事への参加意欲や

関わり方を見直す機会を設け、生徒と教職員が共に盛り上がる行事づくりが期待される。 

 〇クラブ活動について、令和 6年度のクラブ加入率は統計を取り始めた過去 18年間で最高値とな

った。また、特進コースでの加入率増加について高く評価された。 

〇クラブ活動の公式戦や活動予定について、学校が取りまとめ、情報発信の充実を希望する意見

があった。また、公式戦と定期テストが重なることがあるので、スケジュールの調整について改

善が求められる。 

 

 

④ 学校運営・施設 

〇学校施設について、令和 6 年度に ICT 設備のリプレースを行った。また内装全面リニューアル

工事も完了し、高い評価を得ている。今後も生徒が安心・安全に過ごせる環境づくりを継続して

いただきたいとの意見があった。 

 

以上 


